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被 災 地 の 復 興 を 支 援 し よ う
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本
市
で
は
、
大
規
模
な
地
震
や

水
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

１
９
４
８
年
に
カ
ス
リ
ン
台

風
に
よ
り
中
田
町
大
泉
堤
防
の

決
壊
、
78
年
に
宮
城
県
沖
地
震
、

２
０
０
９
年
に
津
山
町
横
山
地
区

で
台
風
18
号
の
影
響
で
河
川
か
ら

越
水
、
そ
し
て
11
年
に
は
東
日
本

大
震
災
。

　

こ
の
よ
う
な
大
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
市
内
で
は
全
行
政
区
で

３
０
０
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成

さ
れ
た
。し
か

し
、自
主
防
災

組
織
は
本
当

に
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
。

　

近
年
発
生

し
て
い
る
災

害
は
、私
た
ち
の
予
想
を
超
え
る

「
想
定
外
」と
呼
ば
れ
る
も
の
が
増

え
て
い
る
。東
日
本
大
震
災
の
津

波
の
高
さ
は
、
最
大
で
20
㍍
を
大

き
く
超
え
た
。

　

熊
本
地
震
も
、本
震
の
前
に
余

震
が
発
生
し
た
り
、50
日
間
も
揺

れ
続
け
た
り
し
た
。大
地
震
は
想

定
で
き
て
も
、長
期
間
揺
れ
続
け

る
も
の
は
想
定
で
き
な
か
っ
た
。

　

大
地
震
は
、地
震
火
災
を
引

き
起
こ
す
。地
震
で
配
線
類
が

シ
ョ
ー
ト
、ガ
ス
を
消
せ
な
い
こ

と
で
、火
災
が
発
生
。こ
の
と
き
、

道
路
が
寸
断
し
て
消
防
車
が
こ
れ

な
か
っ
た
ら「
消
せ
な
い
火
災
」と

な
っ
て
し
ま
う
。少
し
で
も
被
害

を
減
ら
す
た
め
に
は
、バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
な
ど
で
初
期
消
火
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
主
な
役
割

は
、災
害
時
の
地
域
の
安
否
確
認

や
、避
難
所
運
営
な
ど
の
共
助
活

動
だ
。し
か
し
、消
火
活
動
も
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
消
防

団
だ
け
で
は
な
く
、自
主
防
災
組

織
は
必
要
な
の
だ
。そ
し
て
組
織

す
る
だ
け
で
は
な
く
、い
ざ
と
い

う
と
き
に
、動
け
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

平
成
28
年
市
総
合
防
災
訓
練
は

６
月
５
日
、消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。訓
練
は

各
町
域
の
自
主
防
災
組
織
の
防

災
力
向
上
を
目
的
に
し
て
お
り
、

本
年
は
豊
里
町
住
民
を
主
に
約

３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

訓
練
で
は
、避
難
所
設
営
ま
で

の
図
上
訓
練
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で

の
消
火
活
動
、心
肺
蘇
生
法
や
身

の
回
り
に
あ
る
も
の
で
の
止
血
法

な
ど
の
救
急
救
命
処
置
、炊
き
出

し
な
ど
を
実
施
。基
本
的
な
も
の

で
は
あ
る
が
、災
害
現
場
で
必
ず

必
要
と
な
る
メ
ニ
ュ
ー
を
実
践
し

た
。
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７
月
17
日（
日
）午
前
９
時
〜

正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

７
月
10
日（
日
）

消
防
署
・
各
出
張

所
に
あ
る
受
講
申
込
書
を
記
入
の

上
、直
接
提
出
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い消

防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、「
72
時
間
」
と
い
う
時
間
を

い
か
に
過
ご
せ
る
か
が
鍵
と
な

る
。①
72
時
間
を
超
え
る
と
被
災

者
の
救
出
時
の
生
存
率
が
著
し
く

低
下
②
人
間
が
水
分
を
取
ら
ず
に

済
む
限
界
な
ど
―
、人
の
命
に
直

結
し
た
時
間
な
の
だ
。反
面
、72
時

間
を
無
事
に
過
ご
せ
れ
ば
、
生
き

延
び
る
確
率
が
一
気
に
上
が
る
。

　

災
害
で
被
災
し
、命
を
落
と
す

要
因
と
な
る
の
が
①
低
体
温
症
②

脱
水
―
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、沿
岸
部
の

人
た
ち
は
津
波
に
の
ま
れ
救
出

さ
れ
な
が
ら
も
、生
き
延
び
れ
な

か
っ
た
人
も
多
い
。そ
の
要
因
と

な
っ
た
の
が
低
体
温
症
だ
。あ
の

時
は
３
月
だ
っ
た
が
、雪
が
降
る

な
ど
気
温
が
低
か
っ
た
。津
波
で

体
が
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
、着
替
え

や
体
を
温
め
る
も
の
が
な
か
っ
た

た
め
、息
を
引
き
取
っ
た
人
が
少

な
く
な
い
。

　

脱
水
に
つ
い
て
は
、熱
中
症
が

そ
の
例
に
挙
げ
ら
れ
る
。夏
場
に
、

家
の
中
で
熱
中
症
が
原
因
で
倒
れ

た
り
、命
を
落
と
し
た
り
す
る
人

が
少
な
く
な
い
。仮
に
真
夏
に
災

害
が
発
生
し
、着
の
身
着
の
ま
ま

で
逃
げ
出
し
、飲
み
水
が
確
保
で

き
な
く
な
れ
ば
、そ
の
結
果
は
見

え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、暖
か
い
か

ら
と
い
っ
て
油
断
は
禁
物
。非
常

持
ち
出
し
袋
に
、低
体
温
症
対
策

と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
雨
が
っ

ぱ
を
、
脱
水
予
防
と
し
て
１
日
当

た
り
３
㍑
の
飲
料
水
を
追
加
し
て

ほ
し
い
。
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迫町鉄砲丁行政区

上沼コミュニティ運営協議会

地区コミュニティで水害訓練を実施
情報伝達手段と地域の連携が課題

古里を守るため訓練を50年以上継続
顔が見える普段付き合いが命救う
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　大規模災害が発生した際に、命を守る
ためには、「自助」「共助」「公助」の３
つが必要だといわれています。
　自助とは、家族を含む自分で命を守る
こと。共助とは、近隣が互いに助け合っ
て地域を守ること。公助とは、市町村を
はじめ警察・消防・ライフラインを支え
る事業者などによる応急・復旧対策活動
のことをいいます。
　「阪神淡路大震災で生き埋めになった
人たちが、誰によって救出されたか」と
いう調査（出典：（社）日本火災学会「兵
庫県南部地震における火災に関する調査
報告書」）があります。救出された人の
うち、68㌫が自力や家族による「自助」、
28㌫が近所の人や通行人などの「共助」、
救助隊による「公助」はわすが２㌫程度
でした。このことからも、自助、共助の
重要性が分かります。
　自助力と共助力を、より高めていく備
えの一つが自主防災組織です。しかし、
結成しただけでは意味がありません。普
段から飲料水や保存食を準備したり、救
急救命処置や避難所運営の訓練をしたり
するなど、日頃からの活動が、有事に動
ける組織になるのです。
　また、私たち行政の公助も同じで、日
頃からの備えが非常に重要です。皆さん
の命が助かった後、災害時の「非常」か
ら、いつも通りの「日常」に戻す対応策
を迅速に進めなければなりません。
　市では東日本大震災後に「災害対応マ
ニュアル」を作成。大規模災害時の基本
的な対応法を「目に見える化」しました。
職員全員がマニュアルを熟知するだけで
はなく、突発的な問題に対応できる実効
性のある危機管理体制を築いていかなけ
ればなりません。

　

09
年
の
台
風
18
号
で
の
水
害
で

は
、
横
山
地
区
の
指
定
避
難
所
は

横
山
小
学
校
と
な
っ
て
い
た
。
川

が
決
壊
し
た
情
報
を
受
け
た
佐
々

木
光み

つ

男お

さ
ん（
横
山
５
区
）は
、迫

町
に
子
ど
も
を
車
で
迎
え
に
行
っ

た
。
途
中
、自
宅
に
連
絡
を
す
る

と
、床
上
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と

言
わ
れ
た
。自
宅
に
い
た
家
族
は
、

道
路
が
寸
断
さ
れ
、身
動
き
が
取

れ
な
か
っ
た
。子
ど
も
を
安
全
な

場
所
に
と
横
山
小
を
目
指
し
た

が
、増
水
で
道
路
が
寸
断
。
結
果

的
に
、雨
足
が
弱
ま
る
の
を
待
ち
、

東
和
町
か
ら
南
三
陸
町
を
経
由
し

自
宅
に
戻
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
現
場
で
は

当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
起
こ
る
。
東
日
本
大
震
災
で

は
、
数
日
停
電
と
な
っ
た
が
、
市

役
所
も
、
Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ
も
建
物
は

無
事
。多
少
の
時
差
は
あ
っ
た
が
、

Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ
か
ら
情
報
を
発
信
で

き
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
れ
以
上

の
規
模
の
地
震
で
、
市
役
所
や
Ｈ

＠
！
Ｆ
Ｍ
が
被
災
す
る
こ
と
も
、

想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

仮
に
防
災
行
政
無
線
も
、
エ
フ

エ
ム
も
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
も
使
え
な
い
場
合
は
、ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
な

ど
の
利
用
が
有
効
だ
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
、東
日
本

大
震
災
時
に
市
災
害
対
策
本
部

脇
に
設
置
し
、情
報
の
確
保
や
発

信
に
大
い
に
役
立
っ
た
。ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
は
、自
主
防
災
組
織
で

の
設
置
が
増
え
て
き
て
い
る
。上

沼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
の

浅
野
会
長
は「
中
継
を
す
れ
ば
、地

区
内
全
域
で
受
発
信
で
き
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。早
い
段
階
で
全
行

政
区
分
準
備
し
た
い
」と
整
備
を

急
い
で
い
る
。

　

指
定
避
難
所
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。前
述
の
佐
々
木
さ
ん
の
よ
う

に
、避
難
所
に
た
ど
り
着
け
な
い

こ
と
も
あ
る
。も
し
く
は
、避
難
所

が
被
災
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
時
に
多
く
見
ら

れ
た
の
は「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
」

の
活
用
だ
。雪
が
積
も
っ
て
も
払

え
ば
落
ち
る
、穴
が
空
い
て
も
ガ

ム
テ
ー
プ
な
ど
で
補
修
で
き
る
。

そ
し
て
、収
容
人
数
が
多
い
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
挙
げ
た
例
は
、
実
際

に
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
た
も

の
。こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
、

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
に
組
み
込

み
繰
り
返
す
こ
と
で
、よ
り
災
害

時
に
強
い
体
制
が
作
れ
る
。

　

一
人
一
人
が
災
害
と
向
き
合

い
、備
え
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
が
自
主
防
災
組
織
の
体
制
強

化
、「
自
守
」に
つ
な
が
っ
て
い
く
。



06



07 2016.7



HOTLINE

08

　熊本地震で大規模な被害を受けた熊本県菊池市、合
志市、御船町に、布施孝

たか

尚
ひさ

市長、星危機管理監ら４人
が５月17から19の３日間、訪問しました。訪問には、東
日本大震災時に避難所で女性支援に当たった須藤明

あけ

美
み

さん、本市男女共同参画審議会前会長の浅野富
ふ

美
み

枝
え

さ
ん（宮城学院女子大学教授）が同行し、避難所での女性
支援などについてアドバイスしました。
　18日、御船町役場を訪れた一行は、避難所運営などの
業務に追われる町職員を激励。市からの見舞金を藤木
正
まさ

幸
ゆき

町長に手渡しました。御船町には、３回にわたり延
べ 10人の市職員を派遣しています。

布施市長は藤木町長に「復旧に向けて大変だと思います。今後
もさまざまな形で支援していきたい」と話しました。

　迫町下舟丁出身の書家・デザイナーの日野薫
かおる

さんは
５月９日、市役所迫庁舎を訪れ、熊本地震の被災者を支
援しようと、自らがデザインしたポスターを市に寄贈
しました。
　日野さんは「東日本大震災で、全国から支援をいただ
きました。今度は私たちが恩返しする番。熊本への支援
の輪を少しでも早く広げたいと考えました」と作成の
理由を述べました。ポスターのデザインは、熊本地震の
被災者支援イベントや募金などの活動目的であれば、
無料で提供するとのこと。データの取得方法は、日野さ
んのウェブサイト「薫る風」に掲載されています。

ポスターはピンクを基調としたデザインで、花は支援する人の
いろいろな思いを、ハートは多くの人の優しさを表しています。

　市民参加の新たな森
も

林
り

づくり春・植樹祭（登米市・
宮城県共催）は５月22日、津山町大萱沢地内で開催され
ました。この事業は、市と県が、人と自然の交流、森林づ
くりを進めようと毎年春と秋に開催。県の「みやぎ環境
交付金」を活用し実施しています。
　当日は一般参加者約150人が参加。０・48㌶の敷地に、
約千本のスギの苗木を植えました。植樹祭に参加した
小野寺政

まさ

彦
ひこ

さん一家は（中田町本町畑中）は「息子の小
学校入学を記念して、家族全員で植樹しました。今日は
天気も良く、楽しく作業できました。自然に触れられる
いい機会ですね」と話していました。

当日は好天に恵まれ、順調に植樹を終了。それぞれの成長を標柱
に記し、木の成長を願いました。



今月のホットライン
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　2020年東京五輪の事前合宿地選定のため、カナダの
ボート競技関係者は６月７日、本市のアイエス総合ボ
ートランド（長沼ボート場）を視察に訪れました。
　視察に訪れたのは、オリンピック委員会チームサー
ビス部門ディレクターのデレック・コヴィングトン氏
と、カナダボート協会ハイパフォーマンスディレクタ
ーのピーター・クックソン氏。２人は、艇庫やトレーニ
ング施設、船に乗ってコースを回り、ブイの間隔や水
深なども確認しました。クックソン氏は「練習に適した
素晴らしい施設。なるべく早いうちに選定結果を報告
します」と話しました。

ボートランドは、常設で2000㍍のコースが８レーンあり、国際
大会を開催できる国内屈指の環境を誇ります。

同じく、職業体験中の同級生に取材をする４人。店主への取材交
渉から編集まで、慣れない仕事に四苦八苦しました。

　人権擁護協議会委員による「人権の花運動」は６月１
日、上沼小学校（阿部直

なお

子
こ

校長）で開催され、マリーゴー
ルドやベコニアなど 160 本を植えました。この事業は
市内小学生に、花をいつくしみ育てることを通して「思
いやりの心」と「命の大切さ」を学ぶことを目的として
います。本年度は、柳津、東郷、豊里、錦織、上沼の５小学
校を対象に実施。
　登米総合産業高校の生徒の協力を得て、花を植栽し
ました。最後に、児童代表で６年生の及川壱

いつ

貴
き

君が「学
校でいじめが起きないことを願っています。また、学校
を花でいっぱいにしたいです」と話しました。

産業高生徒と花を植える児童たち。「お兄さん、お姉さんが優し
く分かりやすく教えてくれました」と話していました。

　佐沼中学校（小野寺文
ふみ

晃
あき

校長）２年生の職業体験学習
は５月 25 から 27 の３日間、市内事業所の協力を得て
開かれました。市役所で職業体験したのは、菅原紫

し

恩
おん

さんと菅原凜
りん

さん、阿部快
かい

飛
と

さん、末永陽
よう

士
し

さんの４
人。25、26日は総務部総務課と迫総合支所で窓口受付な
ど、27日は、広報紙編集の仕事を体験しました。
　４人は、職員から仕事内容やカメラの使い方などの
説明を受け、早速市内へ取材に。体験後４人は「どこの
職場も、あいさつや時間を守るなど、小さい頃から教え
られていることが大切だと分かりました」と3日間の
社会人体験を振り返りました。
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７月８日（金）～８月８日（月）　
※申し込み受け付けは平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分までとし、郵送の場合は受付期間
　中の消印のものに限ります。

申込書と試験実施要綱は、平日の午前８時30分から午後５時15分まで総務部人事課、または各総合
支所窓口で、７月１日（金）から配布します。試験実施要綱は、ホームページにも掲示します。
郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用統一試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記した
120 円切手が貼ってある返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。

総務部人事課
（人事給与係）
〒987-0511
登米市迫町佐沼字
中江二丁目６番地１
☎0220（22）2145

このまちのためにできることがある
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６月24日（金）～７月25日（月）
※申し込み受け付けは平日の午前８時 30 分から午後５時 15 分までとし、郵送の場合は受付期間
　中の消印のものに限ります。

申込書は、平日の午前８時30分から午後５時15分まで医療局総務課で、６月24日（金）から配布しま
す。郵便で請求する場合は、封筒の表に「応募職種名」、「採用試験申込書請求」双方を朱書きし、宛
先を明記した 120 円切手が貼ってある返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。
詳細は、市ホームページにも掲載します。

医療局経営管理部総務課（人事係）
〒987-0511
登米市迫町佐沼字下田中25番地
（登米市民病院内）
☎0220（44）4795

の
成
績
が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
、

ま
た
は
成
績
順
位
が
上
位
50
㌫
以

内
の
人
▼
家
計
＝
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
な
人

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、
獣
医

学
部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以

外
＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住
し
、

学
資
の
支
弁
が
著
し
く
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

７
月
１
日（
金
）〜

９
月
５
日（
月
）

※
受
け
付
け
は
、
平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
市
育
英
資
金
お
よ
び
浅
野
兄
妹

奨
学
資
金
、
上
杉
奨
学
金
の
重
複

応
募
は
で
き
ま
せ
ん
▼
日
本
学
生

支
援
機
構
な
ど
、
他
の
機
関
が
運

営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て
い

　

市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
以
降

に
進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、

奨
学
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、
大
学（
大
学
院
を
除
く
）

左
記
表
の
と
お
り

正
規
の
修
業
期
間

内

次
の
全
て
の
条
件

が
当
て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市

内
に
在
住
し
、
生
計
の
基
礎
が
市

内
に
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康

な
人
▼
学
力
＝
最
終
学
年
の
直
近

る
、
ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
貸
与
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員

会
で
審
査
し
、
教
育
委
員
会
で
決

定（
10
月
開
催
予
定
）。

❶
奨
学
生
願
書（
様

式
第
１
号
）❷
学
校
長
推
薦
書（
様

式
第
２
号
）❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
。
学
校
発
行
の
も
の
で
も

可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
の

も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）❺
平

成
27
年
度
納
税
証
明
書（
世
帯
全

員
分
お
よ
び
連
帯
保
証
人
分
）❻

平
成
27
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入

が
分
か
る
書
類
※
所
得
控
除
の
記

載
が
あ
る
所
得
証
明
書（
確
定
申

告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の
写

し
、
事
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合

は
収
支
内
訳
書
の
写
し
、
給
与
収

入
の
み
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の

写
し
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
教
育
総
務
課（
総
務
係
）ま
た
は

教
育
委
員
会
各
教
育
事
務
所

教
育
委
員
会
教

育
部
教
育
総
務
課（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０
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市
で
は
、
女
性
が
職
場
や
地
域

の
中
で
活
き
生
き
と
活
動
す
る
た

め
に
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

市
内
に
在
住
す
る
20
〜

50
代
の
女
性
25
人

※
原
則
、全
日
程
受
講
可
能
な
人
。

必
須
講
座
を
含
む
３
講
座
を
受
講

し
た
人
に
修
了
証
を
授
与
。

無
料

各
総
合
支
所
・

公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
込
書
、
ま
た
は
任

意
の
様
式
に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年

齢
❹
電
話
番
号
❺
託
児
希
望
者
は

お
子
さ
ま
の
名
前
お
よ
び
年
齢
を

記
入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
も
受

け
付
け
ま
す

７
月
８
日（
金
）

無
料
／
対
象
児
＝
お
お

む
ね
生
後
１
〜
６
歳
の
未
就
学
児

（
定
員
＝
５
人
程
度
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

企
画
部
市
民
協

働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１　

迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死sh
im
in
k
y
od
o@
city

.
tom

e.m
iyagi.jp

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
集

会
や
会
合
な
ど
に
市
職
員
が
出
向

き
、
市
の
政
策
や
事
業
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
職
員
派
遣
の
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

市
内
の
団
体

ま
た
は
サ
ー
ク
ル
で
、
お
お
む
ね

15
人
以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る

団
体（
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗

教
活
動
、
営
利
活
動
を
目
的
と
す

る
団
体
は
除
く
）年

末
年
始
を
除
く

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
ま

で
、
時
間
は
30
〜
90
分
と
し
ま
す

市
内
限
定
と
し
、
申
し

込
み
団
体
で
会
場
を
準
備
く
だ
さ

い
。
費
用
が
発
生
す
る
場
合
は
、

申
込
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
市
の

施
設
を
使
用
す
る
場
合
は
無
料
で

す

総
務
部
市
長

公
室（
市
役
所
迫
庁
舎
２
階
）に
備

え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
開
催
希
望

日
の
２
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い

総

務
部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０
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市
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
店
な
ど
の
走
る

広
告
塔
と
し
て
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
の
事
業
所
や
事
務
所
、

店
舗
を
持
つ
個
人
、
法
人

三
菱
ミ
ニ
キ
ャ
ブ
５

台
、
ス
ズ
キ
エ
ブ
リ
イ
２
台（
年
間
走
行

距
離
１
万
㌔
㍍
以
上
、
年
間
稼
働
日
数

２
０
０
日
以
上
）

６
月
20
日（
月
）〜
７

月
８
日（
金
）

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い（
郵
送
の
場
合
は「
公
用
車
広
告
掲
載

申
し
込
み
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

総
務
部
総

務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　行政相談は、国や県、市などへの意見、
要望、苦情を受け付け、その解決のお手伝
いをします。相談は無料で秘密は守ります
ので、気軽にご相談ください。

総務部総務課（総務法制係）
☎ 0220（22）2091

☎ ☎ ☎

☎ ☎ ☎

☎ ☎ ☎

問い合わせ

迫総合支所市民課地域係

☎0220（22）2213

登米総合支所市民課地域係

☎0220（52）2111

東和総合支所市民課地域係

☎0220（53）4111

中田総合支所市民課地域係

☎0220（34）2312

豊里総合支所市民課地域係

☎0225（76）4111

米山総合支所市民課地域係

☎0220（55）2111

石越総合支所市民課地域係

☎0228（34）2111

南方総合支所市民課地域係

☎0220（58）2112

津山総合支所市民課地域係

☎0225（68）3112

開設場所

迫老人福祉センター

登米町老人福祉センター

東和総合支所

会議室

中田老人福祉センター

豊里高齢者趣味の交流館

米山総合保健福祉センター

相談室

石越総合支所

１階　ボランティア室

南方農村環境改善センター

津山公民館

老人講座室

担当地区

迫

登米

東和

中田

豊里

米山

石越

南方

津山
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市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
に
対

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◉
　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難

な
人
に
、
福
祉
車
両
で
外
出
を
支

援
し
ま
す
。

介
助
が
必
要
な

人
で
、
単
独
で
タ
ク
シ
ー
や
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困

難
な
人

１
㌔
当
た
り
１
０
０
円
。

片
道
30
㌔
以
上
の
場
合
は
超
過
10

㌔
に
つ
き
１
５
０
円
、
福
祉
車
両

の
貸
し
出
し
は
無
料（
燃
料
は
自

己
負
担
）

病
院
へ
の
通
院
・

入
退
院
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
通

所
・
入
退
所
な
ど

◉
　

食
事
・
食
材
の
確
保
、
家
庭
内

の
整
理
・
整
頓（
生
活
・
家
事
援

助
）や
家
の
周
り
の
手
入
れ
、
軽

易
な
修
繕（
そ
の
他
の
生
活
援
助
）

な
ど
、
軽
易
な
日
常
生
活
を
援
助

し
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳

以
上
で
１
人
暮
ら
し
の
人
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
な
ど
で
、
日
常
生

活
上
の
援
助
が
必
要
な
人
。
要
支

援
、
要
介
護
認
定
者
は
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し
ま
す
。

▼
生
活
・
家
事
援
助
＝

１
時
間
当
た
り
２
２
５
円
▼
そ
の

他
生
活
援
助
＝
１
時
間
当
た
り

１
０
０
円

◉
　

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
な
ど

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
提
供
し
ま
す
。お

お
む
ね
65
歳

以
上
で
１
人
暮
ら
し
の
人
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
で
調
理
が
困
難
な

人
、
心
身
の
障
害
や
疾
病
な
ど
の

理
由
で
調
理
が
困
難
な
人 

１
食
当
た
り
３
５
０
円

（
週
３
回
を
上
限
と
し
ま
す
）

◉
　

１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に

日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
に
応
じ
利
用
者
負

担
が
あ
り
ま
す
。

電
磁
調

理
器
、
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火

器◉
　

緊
急
通
報
装
置
を
無
料
で
貸
し

出
し
、
急
病
な
ど
の
緊
急
事
態
に

迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳

以
上
で
１
人
暮
ら
し
の
人
、
高
齢

者
だ
け
の
世
帯
、
１
人
暮
ら
し
の

身
体
障
害
者

◉
　

紙
お
む
つ
や
介
護
用
品
の
購
入

補
助
と
し
て
、
介
護
用
品
支
給
券

を
交
付
し
ま
す
。

在
宅
の
寝
た
き

り
老
人
な
ど
、
常
時
紙
お
む
つ
な

ど
の
介
護
用
品
を
必
要
と
す
る
人

を
抱
え
る
ご
家
族

❶
非
課

税
世
帯（
要
介
護
４
、５
）＝
月
額

５
千
円
❷
非
課
税
世
帯（
❶
以
外
）

＝
月
額
３
千
円
❸
課
税
世
帯
＝
月

額
２
千
円

◉
　

緊
急
の
事
由
に
よ
り
家
族
が
介

護
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
、
一

時
的
に
宿
泊
を
含
む
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す（
５
日
以
内
）。

１
泊
１
３
５
０
円
。

そ
の
他
食
費
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
は
実
費
負
担

◉
　

高
齢
な
ど
の
た
め
居
宅
で
生
活

す
る
事
が
不
安
な
人
に
対
し
、
一

定
期
間
住
居
を
提
供
し
ま
す
。（
利

用
定
員
10
人
）

60
歳
以
上
で
１

人
暮
ら
し
ま
た
は
夫
婦
だ
け
の
世

帯
、
家
族
の
援
助
を
受
け
る
事
が

困
難
な
人利

用
者
の
収
入
に
よ
り

金
額
が
異
な
り
ま
す
。
食
費
、
部

屋
の
電
気
料
な
ど
は
実
費
負
担
で

す

福
祉
事
務
所
長

寿
介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１
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☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

仙
台
法

務
局
人
権
擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

宮
城
県
看
護
協
会
登
米
支
部
に

よ
る「
町
の
保
健
室
」で
す
。

　

看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
が

血
圧
測
定
・
肌
年
齢
測
定
を
し
、

健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

７
月
９
日（
土
）午
後
１

時
〜
３
時イ

オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼（
セ

ン
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
）

無
料

宮
城
県
看
護
協

会
登
米
支
部
代
表　

佐
々
木
薫か

お
る

（
米
谷
病
院
内
）

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
０
０
７　

▶

☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。

㊊  ☎

㊋  ☎

㊌  ☎

㊋  ☎

　

暮
ら
し
や
仕
事
、
健
康
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
解
決
方
法
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。相
談
は
無
料
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

く
ら
し・し

ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

　

仙
台
法
務
局
お
よ
び
宮
城
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６
月

27
日（
月
）か
ら
７
月
３
日（
日
）

ま
で
の
７
日
間
を
、全
国
一
斉「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週

間
と
定
め
、
時
間
を
延
長
し
て
電

話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

学
校
で
の「
い
じ
め
・
体
罰
」、

家
庭
内
で
の「
児
童
虐
待
」な
ど
、

子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委

員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

❶
６
月
27
日（
月
）〜
７
月
１
日

（
金
） 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

❷
７
月
２
日（
土
）、
３
日（
日
）午

前
10
時
〜
午
後
５
時

無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

【問い合わせ】登米市南方町新高石浦130番地　死kenkosuisin@city.tome.miyagi.jp
　市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116　 0220（58）3345

▶

▶

▶

▶

▶
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迫
　登米市スポーツ少年団迫支部の結団式は、迫体育館で開
催され、25団体総勢約 500 人が各団のユニフォーム姿
で参加しました。
　結団式では、活動内容や目標、指導者などへの感謝の言
葉を述べました。各団を代表して５人が壇上で団員綱領を
朗読し、全員で力強く唱和しました。
　会場には、多くの保護者らが来場し、子どもたちの勇姿
に拍手を送っていました。

登米
　登米中学校と登米高校の吹奏楽部が、登米小学校大運動
会で演奏しました。
　これは、宮城県教育委員会の「みやぎの志教育支援事業」
の指定を受けた小・中・高の連携教育の一環として実施さ
れました。
　中・高生のさわやかで迫力のある演奏に合わせ、小学生
は元気いっぱい行進。来場者は一体となった小中高生に、
大きな拍手を送りました。

東和
　米谷地域づくり推進協議会（秋葉茂

しげ

雄
お

会長）は、交通死亡
事故ゼロ 6千日を達成し、東和総合支所で市交通安全対
策協議会長と県登米警察署長から褒状が贈られました。
　褒状を受領した秋葉会長は、「私たちだけでなく、皆さ
ん一人一人が交通安全に取り組んだ結果です。今後も記録
を伸ばしていきたい」と話しました。
　同地区では、1999年 12月 14日から交通死亡事故が
発生していません。

中田
　東京中田会（小峯喜

き

八
はち

会長）の総会は、東京都新宿区のホ
テルグランドヒル市ヶ谷で開催され、市から市長や市議会
議員ら７人が出席しました。
　懇親会では、中田産のキュウリなど地元食材を使用した
料理や、登米総合産業高校と伊豆沼農産のコラボ商品「初
恋さくら」がテーブルに並びました。
　参加者は、おいしい料理に舌鼓を打ちながら、ふるさと
の懐かしい思い出や近況を語り合いました。

TOWNS TOPICS
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豊里
　豊里小 ･中学校では、みやぎ登米農協青年部の協力の下、
同校校庭で「バケツ稲の田植え」を開催しました。
　田植えは、地域産業である米作り体験を目的に実施され
たもので、同校３年生74人が参加。児童は、同青年部の
皆さんが育苗用の土を入れたバケツに水を入れ、手で代か
き。仕上げは、大きく育つようにと願いを込めながら、三
角形の形に苗を植えました。
　子どもたちは、初めての体験に大喜びでした。

石越
　石越小学校では、５・６年生が「鳥舞」を毎年運動会で演
舞しており、２学年合わせて75人が練習に励みました。
　鳥舞で身に付ける兜は、５年生が４年生の３学期から作
り始め、５月初旬までかかり仕上げたものです。
　児童は鳥舞の衣装を身にまとい、講師が演奏する神楽囃
子に合わせ、真剣な面持ちで練習していました。練習最終
日であるこの日、児童と講師は練習に一層熱が入っていま
した。

津山
　柳津虚空蔵尊では、33年に１度の秘仏ご開帳記念とし
て稚児行列を柳津地区で開催し、３～８歳児65人が参加
しました。
　当日は、きれいにお化粧した子どもたちが、華やかな衣
装をまとい、保護者らと一緒に柳津小学校からみやぎ北上
商工会津山支所までの区間をゆっくり練り歩きました。
　沿道には多くの住民が集まり、かわいらしい姿の子ども
たちを温かいまなざしで見つめていました。

米山
　中津山小学校（小野寺由

ゆう

子
こ

校長）６年の久保舞
ま

桜
お

さん（追
土地）、千石桃

もも

嘉
か

さん（粟ヶ崎）、黒田璃
り

々
り

花
か

さん（清水）が、
市社会福祉協議会米山支所を訪れ、熊本地震災害募金と手
紙を千葉春

はる

利
とし

米山地区委員長に手渡しました。
　これは、小野寺校長の「私たちに何ができる？」の呼びか
けに、３人が中心となり運動会で募金活動をしたものです。
　集めた募金 4万 6231 円と応援の手紙は、社会福祉協
議会を通じて被災地へ届けられます。

南方
　東郷公民館では、佐々木正

まさ

俊
とし

さん（原）の竹細工を教養娯
楽室に展示しました。
　この展示は、佐々木さんが来館者に楽しんでもらいたい
との思いから実施。展示された竹細工は、茶杓やつい立て、
一輪挿しなど、どれも目を奪われるような作品です。
　生け花は、同公民館事業の生け花・パッチワーク教室の
講師である渋谷笑

しょう

子
こ

さん（北本郷）の作品。生け花がより
一層、竹細工それぞれの個性と魅力を引き立てています。
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One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

☎
☎
☎

　中田図書室では、ＡＶシステムを本年５月に
更新しました。
　皆さんがご覧になりたいビデオテープ（ＶＨ
Ｓ）やＤＶＤ、ブルーレイをお持ちいただけれ
ば、図書室内で視聴できます。視聴する際はヘッ
ドフォンを装着していただきます。モニター１
台で５人まで一緒にご覧になれます。全部で４
台設置していますが、ブルーレイ対応のシステ
ムは１台だけです。
　ＡＶシステムを利用する際は、中田図書室の
カウンターにお申し出ください。皆さんのご来
室をお待ちしています。
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Monthly Hot Communication

Health

ちゃん
（迫町板橋）

くん
（迫町大網東）

くん
（迫町大形）

くん
（迫町江合）

ちゃん
（迫町西表）

ちゃん
（迫町大網東）

くん
（登米町金谷）

ちゃん
（迫町山の上）

くん
（迫町駒木）

くん
（登米町鉄西）

ちゃん
（迫町光ヶ丘東）

ちゃん
（迫町江合）

ちゃん
（迫町天形）

くん
（迫町駒木）

くん
（東和町米谷８区）

ちゃん
（東和町米谷６区）

くん
（中田町冠木）

くん
（中田町蓬原）

くん
（中田町二ッ木）

くん
（豊里町下町）

くん
（豊里町新町）

ちゃん
（東和町錦織１区）

小野寺　陽
ひより

愛ちゃん
（中田町舘）

ちゃん
（中田町加賀野一）

くん
（米山町新田）

ちゃん
（中田町十文字）

くん
（中田町白地）

ちゃん
（中田町大柳）

くん
（中田町野元）

ちゃん
（中田町長崎）

ちゃん
（中田町南加賀野）

くん
（米山町城内）

ちゃん
（米山町町吉田）

くん
（米山町後小路）

ちゃん
（石越町駅前）

くん
（米山町野手谷地）

ちゃん
（中田町加賀野二）

ちゃん
（南方町板倉）

ちゃん
（南方町一ノ曲）

くん
（南方町裏大岳）

　市では、子どもから大人まで歯や口に関する悩みの相談を
受け付けています。どなたでも無料で相談できます。お気軽
にご相談ください。

毎月第１月曜日または第２月曜日
午前 9時～ 11 時 30 分（予約が必要です）
市役所南方庁舎（1階相談室）
無料
歯科医師　佐藤 晶

あき

子
こ

  氏
　　　　（健康推進課 歯科保健指導専門監）
※妊娠中の人は母子健康手帳をご持参ください。

市民生活部健康推進課（健康推進係）
☎ 0220（58）2116
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　１６７㌢でＡ型です。
　いずれは公務員になりたいと思

い、仙台大原簿記情報専門学校に通ってい
ます。きっかけは地域の人たちの温かさ。
自分を成長させてくれた地域に感謝してい
て、将来は支えてくれた人に恩返しをした
いと思ったからです。

　負けず嫌いです。勉強でも
スポーツでも、誰かに負けていると悔しく
て人の倍努力をします。

　走ることです。今はカッパマラ
ソンや東北風土マラソンのハーフに出場し
ています。また、本を読むのが好きで、多
賀城市図書館で勉強したり、本を読んだり
しています。

米山中陸上部の外部コーチをし
ています。徐々に自分の教えたことが結果
につながり、信頼されてきていると実感で
きうれしいです。また疲れているときは、
きれいな景色を見に行ったり、温泉に行っ
たりしています。

常識や考え方がしっかり
している人です。外せないのは自分より身
長が低い人ですね。

　ドライブが好きな
ので、県外に行ってみたいです。また登米
市や自分に関わりのある町などでボラン
ティアをしたいと探しています。

一番落ち着く場所
ですね。子どもからお年寄りまで共通して
楽しめるイベントがあればいいと思います。
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Dream
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　ぴいちゃんが大好
き愛彩ちゃん♪
　あなたの歌声と笑
顔は周りのみんなを
幸せにさせてくれて
いますよ。笑顔を忘
れず大きくなってね

2015年9月3日生まれ
南方町・北大畑
真也さんの長男

くん（0）

　生まれた頃から人
見知りもしなく、誰
にでもにこにこ愛嬌
たっぷり♪
　これからもみんな
の人気者でいてね。

Monthly Hot Communication

Child

2015年10月27日生まれ
南方町・峯
マイケルさんの次女

ちゃん （0）（0）

　僕の将来の夢は、世界中の人においしい
と言ってもらえるようなお米や野菜を作る
農家になることです。
　僕の家は農家で、小さい時からお米作り
や野菜作りの手伝いをしてきました。祖
父が作業している姿や出来た作物などを見
て、たいへんだけどやりがいがある仕事だ
と思い、農家を継ぎたいと思うようになり
ました。そして、作るからには、世界の
人々においしいと言ってもらえるお米など
を作ってみたいと思うようになりました。
　僕は中学生になりましたが、これからも
家の仕事を手伝い、勉強を頑張りたいと思
います。

世界中の人においしいお米
や野菜を届けたい
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昔
一
生
懸
命
働
い
た
か
ら
今
が
あ
る

最
初
は
文
房
具
屋
や
っ

ぺ
ど
思
っ
て
た
け
ど
、
お
ば
あ
さ

ん
が
床
屋
だ
か
ら
床
屋
で
も
い
い

さ
と
な
っ
た
の
ね
。
見
合
い
で
一

発
で
一
目
惚
れ
だ
ね
。

最
初
は
お
会
い
し
て
そ

れ
な
り
に
。
こ
っ
ち
の
ほ
う
さ
拾

わ
れ
て
き
て
、
床
屋
を
１
週
間
後

に
開
店
さ
せ
る
た
め
に
忙
し
い
ば

り
忙
し
く
て（
笑
）

趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
で
、

11
年
前
に
石
巻
市
民
会
館
で
豊
里

町
カ
ラ
オ
ケ
月
曜
会
代
表
で
出
た

こ
と
か
な
。おじ

い
さ
ん
が
交
通
安

全
功
労
賞
を
受
賞
。
金
一
封
頂
き

田
舎
の
お
茶
飲
み
話
の

役
割
を
今
で
も

　

私
は
、
佐
沼
高
校
８
回
生
。
現

在
、
千
葉
県
習
志
野
市
に
住
み
、

79
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
在

京
の
同
級
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
、

今
年
は
そ
の
幹
事
役
を
仰
せ
つ

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
同
級
生

の
名
簿
を
見
る
と
、
そ
の
半
数
が

東
京
近
郊
に
在
住
し
て
い
る
。
改

め
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ほ
か
の
世
代

に
は
な
い
生
き
方
を
し
て
い
る
と

思
っ
た
。
高
校
の
頃
の
登
米
市
は
、

ほ
と
ん
ど
が
農
家
だ
っ
た
。
そ
の

大
半
が
、
生
活
を
維
持
す
る
の
が

や
っ
と
。
長
男
以
外
は
地
元
に
残

ら
な
い
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。

次
男
以
降
は
、
東
京
に
出
る
こ
と

が
普
通
で
、
全
く
不
安
を
感
じ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
当
然
だ
っ

Monthly Hot Communication

One's Home

た
。
不
安
を
感
じ
な
か
っ
た
の
は
、

身
内
や
近
所
の
人
た
ち
な
ど
、
東

京
で
の
生
活
ぶ
り
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
か
ら
だ
。
隣
近
所
や
親
戚

と
の
交
流
が
盛
ん
で
、
家
に
帰
れ

ば
家
族
以
外
の
誰
か
が
お
茶
の
み

を
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
古
里

の
風
習
で
あ
る
、
情
け
に
厚
い
人

付
き
合
い
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

小
さ
い
頃
、
体
が
弱
い
こ
と
も

あ
り
、
炉
端
の
お
茶
の
み
話
に
よ

く
同
席
し
、
大
人
の
話
に
耳
を
傾

け
た
。
東
京
か
ら
帰
京
し
た
際
、

必
ず
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
母
方
の

伯
父
は
憧
れ
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
田
舎
の
風
習
は
、
今
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
、
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
ち
ら
の
暮
ら

し
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

私
は
高
校
の
ほ
か
に
中
学
校
の
同

級
会
と
東
京
中
田
会
に
も
参
加
し

て
い
る
。
そ
の
集
ま
り
が
田
舎
の

お
茶
の
み
話
の
役
割
を
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
集
ま
れ
ば
思
い

出
話
を
し
、
古
里
の
近
況
を
報
告

し
合
っ
て
い
る
。

　

東
京
に
は
、
登
米
市
の
旧
町
ご

と
の
同
郷
会
が
九
つ
あ
る
。
数
年

前
、
そ
の
連
絡
協
議
会
に
布
施
市

長
が
出
席
し
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
状
況
と
支
援
に
つ
い
て
報
告

い
た
だ
い
た
。
誰
も
が
あ
り
が
た

く
拝
聴
し
た
。
故
郷
の
近
況
は
、

常
に
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
気
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

５
泊
６
日
で
九
州
を
一
周
し
て
き

た
。
い
い
思
い
出
だ
よ
ね
。

相
撲
と
野
球
観
戦
が
一

番
楽
し
み
。
ま
た
晩
酌
時
に
め
ん

こ
い
孫
が「
じ
い
ち
ゃ
ん
酒
っ
こ

飲
む
」と
聞
き
、
お
か
ず
と
一
緒

に
用
意
し
て
く
れ
る
こ
と
か
な
。

カ
ラ
オ
ケ
仲
間
と
の
旅

行
だ
ね
。

ケ
ン
カ
も
す
る
け
ど
、

お
互
い
に
思
い
や
っ
て
補
い
合
っ

て
暮
ら
し
て
い
る

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、

お
茶
っ
こ
飲
み
し
て
楽
し
く
過
ご

し
た
い
。
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今
月
は
、
産
地
直
売
所「
い
し

こ
し
大
好
き
」の
佐
藤
律り

つ

子こ

店
主

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
度
に
Ｊ
Ｒ
石
越
駅

の
東
側
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
い
し
こ
し
大
好
き
」
は
、
誰
も

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
石
越
の
茶

の
間
を
目
指
し
、
く
つ
ろ
ぎ
と
憩

い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
惣
菜
も
ほ
と
ん
ど
こ
こ

に
あ
る
野
菜
で
手
作
り
し
て
い
ま

す
。
お
昼
前
、
店
内
に
み
そ
焼
き

の
い
い
香
り
が
広
が
り
食
欲
を
そ

そ
り
ま
す
。
お
弁
当
も
前
日
ま
で

申
し
込
ん
で
も
ら
え
れ
ば
５
０
０

円
で
配
達
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
５
月

か
ら
販
売
す
る
ト
マ
ト
は
味
が
良

く
、
お
い
し
い
の
で
大
好
評
。
７

月
ぐ
ら
い
か
ら
販
売
す
る
プ
ラ
ム

も
好
評
で
そ
れ
を
目
当
て
に
来
る

お
客
さ
ん
も
い
ま
す
。
ま
た
、
農

家
手
作
り
の
漬
物
や
惣
菜
の
コ
ー

ナ
ー
で
は

、
お
に
ぎ
り
、
ド
ー

ナ
ツ
、
煮
物
、
み
そ
焼
き
な
ど
が

好
評
で
す
。
さ
ら
に
店
内
の
佐
藤

家
の
食
卓
で
は
バ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
。
所
狭
し
と
並
ん
だ
旬
の
惣
菜

を
好
き
な
だ
け
買
う
こ
と
が
で

き
、
そ
の
場
で
食
べ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

「
い

し
こ
し
大
好
き
」

☎
０
２
２
８（
３
４
）３
６
２
３

●
8
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・氏
名・電
話
番
号

を
記
入
し
、6
月
30
日（
木
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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◉

７
月
24
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午津

山
公
民
館

５
日
前
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◉❶

７
月
12
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
、
７
月
15
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時

❷

７
月
19
日（
火
） 

午
前
10

時
〜
正
午
、
７
月
22
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時

受
講
日
前
日
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

　

ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
講
師
に
迎
え
、
マ
イ
ク
に
向
か

う
心
構
え
や
発
声
・
発
音
の
仕
方

な
ど
基
礎
的
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
技
術

を
学
習
し
ま
す
。

７
月
29
日（
金
）午
後
１

時
20
分
〜
４
時（
受
け
付
け
＝
午

後
１
時
）登

米
祝
祭
劇
場（
小
ホ
ー

ル
）

高
校
生
・一
般
40
人

（
先
着
順
・
受
講
無
料
）

７
月
15
日（
金
）

電
話

登

米
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

災害時安定供給施設

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

平成28年度　　 （各種採用試験）

▶

☎

❶ ❷

▶ ▶
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☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９　

　

市
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
ま

た
は
支
店
な
ど
を
開
設
す
る
事
業

者
に
対
し
、
事
業
所
の
開
設
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

▼
本
市
に
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
、支
店
な
ど
を
開
設（
本

市
へ
の
本
店
の
移
転
を
含
む
。）

し
、
新
た
に
２
人
以
上
常
時
雇
用

（
市
内
在
住
者
）す
る
法
人
で
あ
る

こ
と
▼
情
報
処
理
・
提
供
サ
ー
ビ

ス
業
、
デ
ザ
イ
ン
・
機
械
設
計
業
、

コ
ン
テ
ン
ツ
製
作
等
事
業
、
教
育

業
な
ど
を
行
う
者

※
そ
の
他
に
も
要
件
あ
り

次
の
３
つ
の
内
容

で
支
援
し
ま
す
。
な
お
、
建
物
の

賃
借
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
補

助
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

❶
開
設
に
係
る
固
定
資
産
税
額
相

当
額
を
、
操
業
後
の
課
税
初
年
度

に
交
付

❷
３
千
万
円
を
限
度
と
し
、
土
地

を
除
く
建
物
・
設
備
に
係
る
固
定

資
産
税
課
税
標
準
額
の
２
割
に
相

当
す
る
額
を
、
操
業
後
の
課
税
初

年
度
に
交
付

❸
操
業
開
始
後
、
引
き
続
き
６
カ

月
以
上
雇
用
し
て
い
る
市
内
に
住

所
を
有
す
る
新
規
常
時
雇
用
従
業

員
数
に
対
し
、
１
人
当
た
り
10
万

円
（
新
卒
者
は
15
万
円
）
を
交
付

平
成
29
年
２
月
28

日（
火
）ま
で

産
業
経
済
部
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
室（
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

死b
ra
n
d
@
c
ity

.to
m
e
.

m
iy
a
g
i.jp

※
要
領
を
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
し

ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
由
で
す
。
た
だ
し
、

小
学
４
年
生
以
下
は
、
児
童
が
観

察
し
た
も
の
。

❶
小
学
１
・
２
年
生
の
部

❷
小
学
３
・
４
年
生
の
部
❸
小
学

５
・
６
年
生
の
部
❹
中
学
生
の
部

❺
高
学
校
以
上
の
学
生
お
よ
び
一

般
の
部
❻
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ

の
部

72
・
８
㌢
×
51
・
５
㌢
（
Ｂ

２
版
）

９
月
５
日（
月
）必
着

〒
９
８
０
―
８
５
７
０　

仙
台
市

青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号

宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部
統
計

課（
企
画
普
及
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
４
５
１

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

●

▶
▶
▶

  
▶
▶
▶

　  　　

　

☎

▶

▶

▶

▶
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地
域
の
自
然
環
境
や
、そ
れ
を

保
全
す
る
た
め
の
知
識
や
方
法

を
学
ぶ「
登
米
市
環
境
教
育
リ
ー

ダ
ー
育
成
講
座（
全
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
工
者
協
議
会
の
拠

出
金
を
受
け
て
実
施
）」を
開
講
し

ま
す
。

　

講
座
は
、宮
城
教
育
大
学
教
授

な
ど
、専
門
家
を
招
い
て
実
施
し

ま
す
。

平
成
28
年
７
月
下

旬
〜
平
成
29
年
２
月
中
旬
（
月
１

回
程
度
、
計
８
回
開
催
予
定
）

県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
の
恐

れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
解
説

や
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い

て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど

市
内
在
住
ま
た
は

市
内
に
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人

20
人
程
度

無
料

各
総
合
支
所
、

各
公
民
館
に
備
え
付
け
て
い
る
申

込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、市
民
生
活
部
環
境
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
、

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も
可
）

６
月
27
日（
月
）〜

７
月
８
日（
金
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６

登
米
市
南
方
町
新
高
石
浦
１
３
０

市
民
生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

℻
０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp

７
月
９
日（
土
）午
後
１

時
〜
４
時気

仙
沼
市
立
病
院

県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

(

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
）

お
よ
び
家
族
な
ど

術
後
の
ケ
ア
、装
具
、社

会
生
活
、福
祉
制
度
な
ど
に
関
す

る
相
談
会気

仙
沼
市
立
病
院　

皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師　

小

野
寺
幸ゆ

き

枝え

氏

（
公
社
）
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
宮
城
県
支
部

☎
０
８
０（
５
５
６
７
）３
３
４
８

℻
０
２
２（
３
５
８
）１
３
７
３

　

家
族
が
、
事
故
や
病
気
で
高
次

脳
機
能
障
害
に
な
り
、
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
日
頃
抱
え
て
い
る
悩

み
や
思
い
を
語
り
合
う
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

６
月
24
日（
金
）午
後
２

時
〜
３
時
30
分

登
米
保
健
所
２
階
相
談

室

高
次
脳
機
能

障
害
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

佐
々

木
智ち

賀か

子こ

氏無
料受

付
時
間
は
午
前

８
時
30
分
〜
５
時
15
分
。電
話
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

平
成
28
年
４
月
分
か
ら
平
成
29
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、月
額
１
万
６
２
６
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
が

送
付
す
る
納
付
書
で
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
で
き
ま
す
。

　

未
納
の
場
合
は
督
促
を
し
、
指

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
な

い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、納
付
義
務
者

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
を

納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
免
除
や

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

役
所
各
総
合
支
所
市
民
課
国
民
年

金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

被
保
険
者
本
人
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
。

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

☎ ☎ ☎ ☎ ☎
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県
東
部
保
健
福

祉
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所（
母

子
・
障
害
班
）　

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

◉

７
月
15
日（
金
）午
前
11

時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

宮
城
県
食
肉
流
通
公
社

（
登
米
市
米
山
町
）

１
５
０
頭

◉

９
月
８
日（
木
）午
前
11

時
〜
午
後
１
時

仙
台
市
中
央
卸
売
市
場

食
肉
市
場

55
頭

◉

９
月
10
日（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

（
美
里
町
）

１
２
８
頭

畜
産
物

販
売
、
畜
産
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
販
売
品
は
、
午
前
中
に
売
り
切

れ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉

９
月
21
日（
水
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

（
美
里
町
）

98
頭

一
般
社
団
法
人

宮
城
県
畜
産
協
会（
経
営
支
援
課
）

☎
０
２
２（
２
９
８
）８
４
７
３

　

議
会
で
は
、
市
民
皆
さ
ん
か
ら

ご
意
見
を
伺
う
「
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
ど
ち
ら
の
会
場

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

来
場
し
、
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
は
、
チ
ラ
シ
や
Ｈ
＠
！
Ｆ

Ｍ（
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
）で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

議
会
事
務
局（
議

事
・
調
査
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
１
３

㊎

㊎

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

㊌
㊍

◉

☎

㊍

◉

☎

㊐

◉

☎

㊏

◉

☎

下田中53番地8

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

75
歳
以
上
の
人
、
お
よ
び
65
歳

以
上
の
障
害
認
定
者
に
交
付
し
て

い
る「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」と
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
は
除
く
）に
交
付
し
て
い
る「
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」の

有
効
期
限
は
、
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
や
受
給

者
証
は
、
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留

で
郵
送
し
ま
す
。　

　

新
し
い
被
保
険
者
証
や
受
給
者

証
を
受
け
取
っ
た
ら
、
記
載
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
現
在
使
用
し
て
い
る
被

保
険
者
証
や
受
給
者
証
は
、
有
効

期
限
が
過
ぎ
た
ら
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

市
民
生
活
部
国

保
年
金
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

７
月
８
日（
金
）、
７
月

22
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時

15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

８
日
＝
開か
い

発ほ
つ

育い
く

子こ（
司
法

書
士
）、22
日
＝
及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

【

７
月
26
日（
火
）❶
午

前
９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

相
談
は
完
全
電
話
予
約
制
。
前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

７
月
28
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

◉

７
月
31
日（
日
）午
後
１

時
〜
５
時
30
分（
受
け
付
け
＝
午

後
０
時
30
分
）

ア
ル
テ
ラ
ス
お
お
あ
み

（
迫
町
佐
沼
字
大
網
３
９
０
―
15
）

25
〜
40
歳
代
の
独
身

男
女

男
女
各
10
人

○
第
１
回
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー

無
料

○
第
１
回
出
会
い
イ
ベ
ン
ト

男
性
３
千
円
、
女
性

１
５
０
０
円（
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

＝
千
円
）

※
男
性
は
セ
ミ
ナ
ー
受
講
必
須
。

７
月
20
日（
水
）午

後
６
時

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ
るW

edding

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

７
月
17
日（
日
）午
前
９

時
〜
正
午登

米
総
合
体
育
館（
蔵
ジ

ア
ム
）

６
〜
79
歳
の
健
康
な
男

女（
先
着
１
０
０
人
）

▼
６
〜
64
歳
／
握
力
、

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反

復
横
跳
び 

な
ど
▼
65
〜
79
歳
／

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前

屈
、
開
眼
片
足
立
ち 

な
ど 

無
料７

月
13
日（
水
）

教
育
委
員
会

教
育
部
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
宛
て
に
、
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
名
前
、
性
別
、
年
齢
、
連

絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

教

育
委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

死

s
y
o
g
a
ig
a
k
u
s
y
u
@

city
.tom

e.m
iy
ag
i.jp

真
っ
白
い
お
皿
や
カ
ッ

プ
に
特
殊
な
ペ
ン
で
絵
を
描
き
、

焼
き
付
け
ま
す
。

７
月
23
日（
土
）、
７
月

24
日（
日
）
／
午
前
10
時
〜
12
時

市
髙
倉
勝
子
美
術
館（
多

目
的
室
）各

日
20
人
程
度（
先
着
順
）

小
学
生
。
親
子
で
の
参

加
も
可
能
で
す
（
保
護
者
が
付
き

添
う
場
合
は
幼
児
で
も
可
）

５
０
０
円（
材
料
費
・

入
館
料
込
み
）

市

髙
倉
勝
子
美
術
館「
桜
小
路
」

☎

０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

※
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分

◉

夏
の
過
ご
し
方
に
つ
い

て
民
俗
資
料
を
中
心
に
、
今
と
昔

の
暮
ら
し
の
変
化
を
紹
介
。

７
月
16
日（
土
）〜

８
月
21
日（
日
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
平
日

が
休
み
）。

▼
日
時
＝
７
月
17

日（
日
）午
前
11
時
〜
11
時
30
分
／

８
月
14
日（
日
）午
前
11
時
〜
11
時

30
分
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☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

東
北
電
力
は
、
お
子
さ
ま
に
本

物
の
芸
術
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
い
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
を
親
子
向
け
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
親
子
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
「
探

検
！ 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
世
界
」

を
企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

８
月
６
日（
土
）午
後
２

時（
開
場
＝
午
後
１
時
）

登
米
祝
祭
劇
場
水
の
里

ホ
ー
ル

鈴
木
織お
り

衛え

氏

仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団

８
０
０
人（
抽
選
）

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

:/
/
w
w
w
.o
y
a
k
o
-

m
e
ik
y
o
k
u
.jp

６
月
28
日（
火
）

東
北
電
力
株
式
会
社

「
東
北
電
力
親
子

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
」事
務
局

☎
０
１
２
０（
３
８
１
）６
７
０

　

佐
沼
中
学
校

ボ
ー
ト
部
、
佐
沼

高
校
ボ
ー
ト
部
が

出
場
し
ま
す
。
観

戦
、
応
援
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

７
月
１
日（
金
）〜
３
日

（
日
）

ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト

ラ
ン
ド（
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

東
北
中
学
ボ
ー
ト

大
会

河
北
レ
ガ
ッ
タ

実
行
委
員
会

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
６
３
３

７
月
17
日（
日
）午
前
９

時
〜
午
後
４
時

森
公
民
館

千
円

（
チ
ケ
ッ
ト
は
登

米
祝
祭
劇
場
な
ど

で
販
売
）

※
福
祉
施
設
入
所
者
や
そ
の
職

員
、
高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

登
米
市
民
俗
芸

能
協
会
事
務
局（
担
当
＝
千
葉
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）６
７
４
８

　

施
設
利
用
者
皆
さ
ん
が
、
日
常

作
業
で
培
っ
た
力
を
発
揮
し
ま

す
。
は
っ
と
汁
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

７
月
３
日（
日
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午

善
王
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
米
山
町
）

は
ん
と
く
苑

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
２
７

（
担
当
＝
赤
沼
稔み
の
る）

（平成28年５月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,579 10,195 10,860 21,055 （▲35）

登米 1,804 2,373 2,592 4,965 （3）

東和 2,410 3,278 3,410 6,688 （▲20）

中田 4,991 7,715 8,182 15,897 （13）

豊里 2,144 3,363 3,404 6,767 （2）

米山 2,837 4,640 4,865 9,505 （▲28）

石越 1,605 2,519 2,605 5,124 （▲7）

南方 2,653 4,299 4,522 8,821 （32）

津山 1,197 1,691 1,830 3,521 （▲12）

合計 27,220 40,073 42,270 82,343 （▲52）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○県内では交通死亡事故が多発しています。新年度の環境
変化にも慣れ、緊張感が緩和されてくる時期です。気の緩
みが重大事故につながりますので、慎重な運転を心掛けま
しょう。
　夜間外出する際は、反射材やＬＥＤ交通安全ライトを使
用しましょう。

（平成28年５月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H28 H27 増減数

人身事故
発生件数 104件 109件 ▲５件

死者数 ０人 １人 ▲１人

負傷者数 134人 150人 ▲16人

物損事故
発生件数 673件 666件 ７件

※平成28年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.05 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.05 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.05 曇り
消防署西出張所（南方） 0.05 曇り

☎ ☎ ☎ ☎

市
歴
史
博
物
館（
企
画
展

示
室
）

無
料

◉

７
月
30
日（
土
）午

後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分

旧
亘
理
邸（
博
物
館
敷
地

内
）

▼
昔
の
か
き
氷
機
っ
て

ど
ん
な
も
の
？
〜
手
作
り
か
き
氷

を
作
っ
て
食
べ
て
み
よ
う
！
〜
▼

夜
の
古
民
家
で
聞
く〝
怖
〜
い
話
〞

１
０
０
円（
材
料
費
）

20
人（
先
着
順
）

事
前
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

市

歴
史
博
物
館

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で



　
　

カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュ
ニ
ア

　
　

日
本
代
表

　
　

登
米
高
校
３
年

Zoom Up Tome 2016
Athlete

30



登
米
高
カ
ヌ
ー
部
、加
藤
美
奈
。登
米

発
世
界
行
き
の
切
符
を
手
に
入
れ

た
。

　

５
月
３
〜
５
日
に
、石
川
県
小
松
市
で

開
か
れ
た
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
海
外
派
遣

選
手
最
終
選
考
会（
以
下
、選
考
会
）。女
子

カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
５
０
０
㍍
で
２
位
と

な
り
、ジ
ュ
ニ
ア
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。

女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
の
代
表
選
出
は

県
内
初
の
快
挙
だ
。代
表
入
り
に
つ
い
て

「
本
当
に
私
で
い
い
の
か
な
っ
て
。私
よ
り

強
い
選
手
は
た
く
さ
ん
い
る
の
に
」と
遠

慮
気
味
に
話
す
。し
か
し「
選
ば
れ
た
か
ら

に
は
、ベ
ス
ト
を
尽
く
し
力
を
出
し
切
る

だ
け
」と
語
る
目
に
は
、強
い
意
志
が
宿
っ

て
い
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、国
体
な
ど
、全
国
規
模

の
大
会
で
は
、準
決
勝
敗
退
。選
考
会
は
、

初
の
決
勝
進
出
を
目
標
に
し
て
い
た
。

　

選
考
会
は
天
候
が
荒
れ
、波
は
こ
れ
ま

で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
さ
。最
悪

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。工
藤
大ひ

ろ

将ま
さ

監
督
は
レ
ー
ス
直
前
、不
安
げ
な
加
藤
に

「
今
回
は
、通
常
よ
り
パ
ド
ル
を
寝
か
せ

て
、遠
い
と
こ
ろ
で
こ
げ
。丁
寧
な
操
作
を

心
掛
け
ろ
」と
指
示
を
出
し
た
。普
段
と
は

逆
の
動
き
だ
が
、重
心
が
安
定
し
転
覆
の

危
険
性
が
低
く
な
る
。慣
れ
な
い
動
き
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、予
選
、準
決
勝
を
突
破

し
、目
標
で
あ
る
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

初
の
決
勝
、５
位
に
入
れ
れ
ば
上
出
来

と
、工
藤
も
本
人
も
思
っ
て
い
た
。

「
ゴ
ー
ル
ま
で
全
力
」「
周
り
を
見
ず
に

ゴ
ー
ル
だ
け
見
ろ
」。普
段
は
絶
対
に
出
す

こ
と
の
な
い
指
示
。全
て
を
出
し
切
り
、

完か
ん

漕そ
う

さ
せ
る
こ
と
が
狙
い
だ
っ
た
。

代
表
入
り
が
掛
か
っ
た
大
一
番
で
も

「
力
を
出
し
切
る
こ
と
し
か
考
え
て

い
な
か
っ
た
」。レ
ー
ス
前
半
は
そ
う
思
っ

て
い
た
。し
か
し
、残
り
２
０
０
㍍
。レ
ー

ス
は
大
き
く
動
い
た
。ト
ッ
プ
を
独
走
し

て
い
た
選
手
が
転
覆
し
た
。転
覆
す
れ
ば

即
失
格
。ど
ん
な
に
速
く
て
も
、一
瞬
の
判

断
ミ
ス
が
全
て
を
奪
い
去
る
。

　

変
わ
っ
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
選
手
も
、

立
て
続
け
に
転
覆
。加
藤
の
３
位
争
い
は

一
転
し
て
ト
ッ
プ
争
い
と
な
っ
た
。工
藤

は「
と
に
か
く
無
事
に
ゴ
ー
ル
し
て
く
れ
」

と
祈
っ
た
。例
年
、代
表
は
上
位
２
人
が
選

ば
れ
、残
り
は
レ
ー
ス
後
の
会
議
で
決
定

さ
れ
る
。こ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
す
れ
ば
、代
表

入
り
は
ほ
ぼ
確
定
す
る
。

　
「
こ
こ
ま
で
き
た
ら
意
地
で
も
２
位
で

ゴ
ー
ル
す
る
」

　

普
段
は
欲
を
見
せ
な
い
加
藤
の
気
持
ち

に
火
が
着
い
た
。ゴ
ー
ル
だ
け
を
見
て
、全

身
全
霊
を
込
め
て
パ
ド
ル
を
こ
い
だ
。結

果
、見
事
２
位
で
ゴ
ー
ル
。数
日
後
、代
表

内
定
の
連
絡
が
届
い
た
。

加
藤
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
は
、山
あ

り
、谷
あ
り
。決
し
て
順
風
満
帆
で

は
な
か
っ
た
。

　

小
４
の
時
、小
学
生
を
対
象
と
し
た
体

験
事
業
で
カ
ヌ
ー
と
出
会
っ
た
。う
ま
く

乗
れ
ず
、ス
タ
ー
ト
位
置
に
す
ら
付
け
な

か
っ
た
。「
み
ん
な
を
待
た
せ
た
挙
句
、自

分
だ
け
ス
タ
ー
ト
で
き
な
か
っ
た
。も
う

カ
ヌ
ー
な
ん
て
乗
ら
な
い
と
思
っ
た
」と

当
時
を
思
い
出
し
苦
笑
い
す
る
。そ
の
事

業
に
は
小
６
ま
で
参
加
。嫌
だ
と
思
っ
た

カ
ヌ
ー
体
験
に
も
参
加
し
た
。

　
「
ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
ま
ま
終
わ
る
の

は
嫌
だ
っ
た
か
ら
」と
話
す
と
お
り
、と
に

か
く
負
け
る
の
が
嫌
い
だ
っ
た
。負
け
た

く
な
い
か
ら
、マ
ラ
ソ
ン
で
も
、徒
競
走
で

も
、必
死
で
練
習
し
た
。

中
学
進
学
後
、陸
上
部
へ
。１
０
０
㍍

ハ
ー
ド
ル
を
選
ん
だ
。１
年
の
市
陸

上
新
人
大
会
で
は
８
位
入
賞
。順
調
な
滑

り
出
し
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
尻
つ
ぼ
み
に

な
り
、３
年
の
中
総
体
直
前
で
、走
り
幅
跳

び
に
種
目
変
更
し
た
。自
分
よ
り
後
か
ら

入
部
し
た
同
級
生
に
勝
て
な
く
な
っ
た
か

ら
だ
。周
り
と
の
実
力
差
に
諦
め
て
い
る

自
分
が
い
た
。大
会
直
前
の
種
目
変
更
で

結
果
は
出
る
わ
け
も
な
く
、後
悔
を
胸
に

抱
い
た
ま
ま
陸
上
生
活
は
終
わ
っ
た
。

　

高
校
で
は
、友
達
の
誘
い
で
カ
ヌ
ー
部

に
入
部
。体
験
入
部
で
の
楽
し
さ
が
、
小

学
時
代
の
苦
い
思
い
出
を
忘
れ
さ
せ
た
。

　

カ
ヌ
ー
を
始
め
て
２
年
。時
に
は
悔
し

い
思
い
も
し
た
。し
か
し「
諦
め
て
適
当
に

過
ご
す
の
は
も
う
嫌
。あ
の
頃
に
は
戻
ら

な
い
」
と
き
っ
ぱ
り
。仲
間
た
ち
も「
美
奈

は
本
当
に
ど
ん
な
と
き
も
諦
め
な
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。

　
「
カ
ヌ
ー
に
必
要
な
身
体
能
力
で
、飛
び

ぬ
け
た
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
絶
対
に

諦
め
な
い
気
持
ち
と
、持
て
る
力
を
出
し

切
る
能
力
は
、間
違
い
な
く
国
内
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
」と
工
藤
は
目
を
細
め
る
。

自
分
に
負
け
た
く
な
い
本
当
の「
負

け
ず
嫌
い
」に
成
長
を
遂
げ
た
加

藤
。
自
分
に
負
け
ず
こ
ぎ
続
け
た
先

に
は
、
東
京
五
輪
が
見
え
て
く
る
。
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

　今年で結成17年目を迎えた迫愛会ジュニアバ
レーボールスポーツ少年団。本年２月に、岩沼市
で開催された宮城県小学生バレーボール大会新人
大会で初優勝し、県内120チームの頂点に立っ
た。2014年には全国大会に出場。県内では強豪
としてその名を轟かす。
　メンバーは、6年２人、5年４人、3年２人、１
年１人の計 9人。メンバーは少なく、決して体格
に恵まれているわけではない。全員バレーがチー
ムの合言葉だ。袋和

かず

人
と

監督は「バレーはボールを
床に落とさなければ勝てるスポーツ。体の大きさ
は関係ない」ときっぱり。「今年のチームは個の
能力が多少劣る分、チーム全体でカバーしている。
子どもたちだけでなく、保護者、スタッフと正三
角形を作って全国を目指す」と、袋監督は２年ぶ

りの全国大会出場への決意を語る。
　全国行きに向けて、保護者も万全の態勢を敷く。
会場準備や練習支援、また他県での遠征試合資金
調達のため、廃品回収を実施。地域の協力もあり、
トラック３台分の廃品を集めた。
　子どもたちは、保護者や地域の協力に、試合と
練習で恩返し。練習では、どんなに厳しくても手
を抜かず、泥臭くボールに食らいつく。
　主将の三浦彩

いろ

羽
は

（北方小６年）は「全国に出場し
た先輩たちは、周囲に声掛けをし、行動が早くチー
ムでまとまっていました。今年は私と山田玲

れ

寧
ね

が
チームをまとめています。私たちがバレーをでき
るのはコーチ、保護者、地域の皆さんの協力があ
るからこそ。目標の全国大会８強入りを目指して
頑張ります」と力強く決意表明した。

▼
先
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

が
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

入
選
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
入

選
号
以
外
で
も
取
材
に
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
印
刷
屋
の

皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
人
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ
。
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
T
o
―
M
e
は
皆

さ
ん
が
主
役
。
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
が
全
国
で
評
価
さ
れ
た
ん

で
す
よ
。（
及
川
）

▼
今
号
で
は
老
若
男
女
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
担

当
。
そ
こ
で
何
を
書
く
べ
き
か

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
上
司
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
。
書
き
た
い
こ

と
を
書
く
の
で
は
な
く
、
そ
の

人
の
何
を
伝
え
た
い
か
が
大

切
。
改
め
て
書
く
こ
と
の
難
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。（
千
葉
）

▼
市
中
総
体
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ど
の
選
手
も
勝
利

を
目
指
し
て
奮
闘
。そ
こ
に
は
、

気
迫
溢
れ
る
プ
レ
ー
や
涙
す
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
控

え
選
手
は
出
場
選
手
の
勝
利
を

祈
り
、
声
を
枯
ら
す
ま
で
応
援

し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
皆
さ
ん

が
一
体
と
な
っ
た
中
総
体
。
団

結
す
る
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し

ま
し
た
。（
田
代
）

Profi le
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